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修了生の皆さんへ
新年あけましておめでとうございます。この冬は辰口（昨年
町村合併で能美市の一部となりま
した）では大雪が続き、キャンパス
は美しい雪景色に包まれました。修
了生の皆様は、世界中の色々な気候
の土地でそれぞれよき新年をお迎
えのこととお喜び申し上げます。
　昨年１０月には本学の創立１５周年
記念式典を能美市で開催し、森喜朗
前首相はじめ多くの来賓のご参加
を頂いて大変盛大な式典と祝賀会
となりました。また東京では記念講
演会を催し、ノーベル賞受賞者の江崎玲於奈氏による特別講
演と本学教員による講演を行いました。
　�����では国立大学の法人化に伴って色々な変化が起きて
おります。以前より大学が自主的に方針を決めることができ
るようになりました。しかし、創立以来の理想である体系的
なカリキュラムによって幅広い見識を持った科学者や技術者
を育てるという目標には変わりありません。常によりよい教
育を行う努力を続けています。現在、�����には約１０００人の学
生と３００人のスタッフがおりますが、学生の１５％は海外からの
留学生です。�����の目標である、異なるバックグラウンドを
持つ学生を教育するための国際的な環境整備を目指した努力
が高く評価されて、昨年は「バイリンガル環境における科学
技術教育」というプロジェクトが文部科学省の教育・研究特
別経費による支援を受けることになりました。また２１世紀
���プログラムでは、情報科学研究科が中心となって進める
「検証進化可能電子社会」と、知識科学研究科と材料科学研
究科で実施する「知識科学技術に基づく科学技術の創造と実
践」という２つのプロジェクトが進行しており、これらのプ
ロジェクトは�����の評価を全国的に高めるのに役立ってい
ます。皆様の母校がこのように全国レベルの���として活躍
していることを誇りに思われることと思います。
　現在キャンパスにいる職員と学生は�����を最高の教育機
関として維持、発展させる努力を続けています。そして�����
は日本における最もよい大学院であることを目指しています。
修了生の皆様もそれぞれの分野と地域で最善を尽くされ、母
校の評価を高めて下さることを希望します。

学長　潮田　資勝　

JAIST  帰国留学生ニュース Vol.6
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　本学は平成２年１０月に創設され、
昨年１０月で開学１５周年を迎えました。
１０月２１日昔の午後から、能美市寺井
社会福祉センター大ホールにて、開
学１５周年を祝う記念式典・記念講演
が開催され、文部科学省、地元選出
の議員、石川県、能美市、企業、学
術協定校、地元関係者など約３００人
もの方々が出席しました。記念式典
に先駆けて、事務局庁舎北側にて「ヤ
マボウシ」の記念植樹が行われまし
た。花言葉は「友情」。潮田学長によ
る「土かけの議」に始まり、森前内
閣総理大臣・衆議院議員、結城文部

科学事務次官、マイベトナム国家大学副総長他多くの来賓の
方々が土掛けを行いました。会場を能美市寺井社会福祉セン
ター大ホールに移して行われた記念式典には、文部科学省、
地元選出の議員、石川県、能美市、経済団体、企業、近隣高
等教育機関、国内外の学術協定校、地元関係者など約３００名も
の方々が参加されました。国外からは、ベトナム国家大学、
韓国グァンジュ科学技術研究院、インジェ大学の代表の方が
参加されました。
　式辞では学長が関係者に対し謝辞を述べ、本学の１５年の歴
史及びこれまでの実績を振り返りました。またその中で、学
習意欲にあふれた優秀な学生の確保の問題を挙げた上で、「社
会人、外国人を含む広い背景を持った学生を積極的に募集し
て、我が国における人材の流動化、国際化などの理想を実現
する方策を積極的に進める」と述べました。

　引き続き、慶伊　富長本学初代学長・名誉教授による記念
講演会が行われました。「創設当時の思い出」と題して行われ
た講演では、「全国初の大学院大学から、優秀な人材を輩出し、
地域に密着し、かつ世界に通用する学問の拠点を創り上げた
い。当時、北陸先端大の立ち上げに臨んだ私たちの理想は、
これでした」と語りました。
　記念式典の後、会場を能美市根上総合文化会館に移して記
念祝賀会が開催されました。鏡開き、乾杯が行われ、終始和
やかな雰囲気の中の祝宴となりました。途中のアトラクショ
ンでは、能美市の中庄町虫送り太鼓保存会による、迫力のあ
る太鼓演奏が披露されました。会場は大いに盛り上がり、本
学の開学１５周年を祝いました。
　１２月９日、東京の新高輪プリンスホテルにて開学１５周年記
念講演会が開催されました。文部科学省、国の研究機関、他
大学、企業関係者及び在校生のご父兄の方々など約２６０名が出

"JAIST's 15th Anniversary "
JAISTは開学15周年を迎えました 
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席しました。記念講演会で
は、ノーベル物理学賞受賞
者である、財団法人茨城県
科学技術振興財団理事長
の江崎玲於奈氏による特
別講演が行われました。江
崎氏は「限界への挑戦」と
題した講演の中で人類文
明の歴史について述べた
上で、「自分の潜在能力を引き出すためには、主体性を持って
能力を開発することが大事である」と述べました。自らの経
験を交えた熱演で、参加者を魅了しました。
　この後、知識科学研究科　中
森教授、情報科学研究科　片山
教授、知識科学研究科　遠山助
教授、情報科学研究科　党教授、
材料科学研究科　堀教授の５名
の教員による講演が行われ、本
学の研究成果の一端を参加者に
紹介しました。
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本学では、世界中の修了生の皆様との交流を図るために
���上に同窓生ホームページを開設いたしました。
このシステムには、次のような機能を備えています。
下記の���にアクセスし、ご登録いただきますようよろし
くお願いします。
�����������	
��
���	����	����

１．コミュニティを活性化する機能�
・���掲示板�
・研究室、�東京、大阪等の�地区、期などによる同窓会
開催案内�
・研究室ごと、期ごと、友達ごとのメーリングリスト
作成�
・同窓生アカウントの発行�
・メール転送、���転送機能�
・異動した指導教員の連絡先を開示・連絡の仲立ち�

２．個人情報の保護�
・同窓生は、名簿データの開示先ごとに可否を選択可能�
・開示拒否とした先には、個人情報は開示されません。

３．連絡先の更新支援�
・同窓生本人の登録状況は、同窓生本人が更新可能
・登録内容をご確認いただくために、定期的（５月頃）に
メールを送信させていただきます

４．大学との連携を密にする機能�
・オープンキャンパス等の、イベントの案内�
・就職の際、�����の紹介�
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�����������������������������

北陸先端科学技術大学院大学同窓生ホームページのお知らせ
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DATA／データ

Data of International StudentsData of International Students 留学生データ 
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表２：留学生数推移
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平成１８年２月１日現在

������３：�������	
���
����
�	�����
����
�����������
表３：出身地域別留学生数

中 南 米　2人 

中 近 東　1人 

欧 　 州　7人 

アフリカ　2人 

ア ジ ア　152人 
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0
'00 '01 '02 '03 '04

Knowledge Science 
知識科学研究科 

Information Science 
情報科学研究科 

Materials Science 
材料科学研究科 

表１：出身国別学生数
平成１８年２月１日現在

Cumulative 
Total
合計

Research 
Student，etc
研究生等

Doctoral 
Programs
博士後期課程

Master's 
Programs
博士前期課程

７６４３８３４中国China
２５３１６６ベトナムVietnam
１７２１１４大韓民国Korea
９１４４台湾Taiwan
９２７バングラデシュBangladesh
４１１２インドネシアIndonesia
３３タイThailand
３３ミャンマーMyanmar
２１１ネパールNepal
２２ブラジルBrazil
２２スペインSpain
２１１チュニジアTunisia
１１モンゴルMongolia
１１スリランカSri Lanka
１１トルコTurkey
１１ベルギーBelgium
１１フィンランドFinland
１１ブルガリアBulgaria
１１ラオスLaos
１１シリアSyria
１１マレーシアMalaysia
１１フランスFrance
１６４１６９３５５合計Total
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JAIST UP DATE／JAIST近況報告
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本学は、海外の研究機関との人材交流および共同研究を発展
させるために、今年新たに大連大学（中国）、昆明理工大学
（中国）、武漢理工大学（中国）、リヨン高等師範学校（フラ
ンス）の４機関と学術交流協定を結びました。これで本学の
学術交流協定機関は１７ヶ国５０機関となりました。

新任教員：
知識科学研究科
伊藤　泰信�助教授　　社会システム構築論講座

情報科学研究科
飯田　弘之�教　授　情報構造理論講座
徳田　　功�助教授　知能情報処理学講座
鵜木　祐史�助教授　音情報処理学講座

材料科学研究科
三浦　佳子�助教授　光機能材料講座
山口　政之�助教授　分離機能素材講座

退職・転出された教員：
知識科学研究科
野口　尚孝�教授が退職されました。

情報科学研究科
田島　敬史　助教授が京都大学大学院情報学研究科助教授
として転出されました。

材料科学研究科
佐野　庸治　教授が広島大学工学研究科教授として転出さ
れました。

Agreements on Academic ExchangesAgreements on Academic ExchangesAgreements on Academic Exchanges 大学間交流協定締結状況 

Faculty NewsFaculty News 教員の異動 
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 インターネット入試を実施しています
　���選抜は��������	
���
�	��	����
���������������の略で、
ホームページの画面からアクセスし、登録を済ませた受
験者が、教員と���上で双方向による対話を、充分に時
間をかけて出来る入学者選抜の方法です。（��������	
��
���������）
　���選抜は、インターネットを利用して受験者と本学との
距離を克服し、遠隔地の受験者が試験会場まで行かなくて
も受験できる環境を作り、受験者の利便を図ったものです。
（����������	
����
�）

出願前のWeb対話で大学の仕組みを紹介
　受付・登録して��・パスワード取得後、���上で志望す
る研究科の詳しい情報だけでなく、授業・研究の進め方や
各種奨学金の情報、寄宿舎の状況等を確認することができ
るので、入学後の学生生活が見えてきます。

Access Here 詳しくはここ
�����������	
����

�	��
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FROM ALUMNUS／修了生から
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「JAISTの楽しみ方と今の私」

　「光陰矢の如し」。�����を卒業して
からそろそろ�年の時間が経つ今頃、
�����生活を振り返ると、実に充実した
「ジャイ生活」だった。
　周知の通り、�����は山の中にある。
専念して研究活動したい人間にとって
はもってこいの場所だと思う。これは
私が�����に入学した理由のひとつで
もある。もちろん、偏僻がゆえに、い
ろいろなことがあった。猪と出遭った
り、月一回程度の香林坊遊は一大イベ
ントであったり、初めての新西金沢駅
での電車の乗り方に戸惑ったりもした。
考え方次第では、これも�����の楽しい
ところかもしれない。メリハリとして、

友達と一緒に毎週月曜日のバスケットがあった。バス
ケットを通じて、たくさんな人との交流を深めること
ができた。しかし、なんといっても、丹研メンバーと
一緒に過ごした時間が一番楽しかった。長野の夏ゼミ、
海辺での花火、夜中のチャンピオンカレーなどなどた
くさんあった。ちなみに、チャンピオンカレーは去年
東京進出したと聞いたので、さっそく�����の旧知と一
緒に食べにいったが、やっぱり金沢のほうがおいしい。
　
豊富多彩な�����生活を経て、����年�月、私は今の会社
���������に入った。
モバイル通信のサービス品質管理担当として、エリア
チューニングや新しい通信基地局提案、トラヒック管
理などの業務をやっている。つまり、お客様により快
適なモバイル通信環境を提供するのは私の仕事である。
会社で働いている中、感受したことが多々あった。�年
間勤めてきたことでもあり、日本の会社との上手な付
き合い方について、浅見ながら、みなさんとシェアし
たいと思う。まず明確にしなければならないのは就職
の目的である。答えは人それぞれだが、いずれにせよ、
明確な目的を持てれば、より確実な自己価値の実現に
つなげると思う。次に、なぜ会社が自分を必要として
いるかを考えるとき、自然に出てくるのは自分の価値
はどこにあるかという問題である。私の場合は、中国
マーケットを背景に、国際視点・専門知識・独自思考
からなる私しかないもの、つまり個性が会社に買われ
たと思う。「個」を尊重する風土が形成されつつある日
本の会社において、外国人の持ち味である個性を鮮明
に出せば、より活気のある職場になることに違いない。
最後に、個性を発揮しつつも、周囲との融和は必要不
可欠だと思う。当たり前のことかもしれないが、それ
を実践するのは容易ではない。融和は妥協ではなく、
異文化・言葉などの壁を越えてから初めて実現される
真のコミュニケーションである。
日本にいる方、離れた方みんなそれぞれ日本での思い
出がある。しかし、�����で過ごしたことに関してはみ
んな同じだと思う。私にとって、�����があったからこ
そ新天地で頑張れたので、�����に感謝している。そし
て、今「ジャイ生活」を懐かしく思う。

修了生だより News from International AlumnusNews from International Alumnus
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余　暁武　さん　（中国）
情報科学研究科

平成１６年３月　修士号取得
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STUDENT'S VOICE／在校生の声
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私はクレメンテ　ホセ　カルロス　と申します。ス
ペインにあるセビリア大学のコンピューターサイエ
ンスの学部を卒業しました。現在は�����の博士後
期課程２年に在籍し、知識科学研究科の遺伝子知識
システム論講座の佐藤賢二助教授の指導を受けてい
ます。私の研究では、コンピューターや統計的手法
を用いた生命工学を扱います。�����の学生として
の経験から得た知識は、だいたいポジティブです。
研究のための設備は素晴らしく、組織も卓越してい
ます。単身室はとても小さいですが、大学の寮は安
く住むことができます。今までのところ、私が気づ
いた良くない点の一つに交通機関があります。とい
うのも、金沢市まで直通で行く手段がなく、電車の
料金は高く、時間がかかるからです。とはいえ総合
的にみると、私は各自の関心ある研究分野について

明確な考えを持ち、孤立した環境での生活を恐れない方々に、�����
を薦めたいと思います。

　私はベトナムから参りましたハイと申します。２
年前に情報科学研究科の堀口先生の下で修士課程を
修了し、今は知識科学研究科の中森先生の下で博士
課程に在籍しています。自らの経験から、研究面で
も生活面でも�����の環境はとても素晴らしいと言
うことができます。�����のそれぞれの研究科での研
究は、相互に意味があります。私の指導教員の先生
方はお二人ともとても親切です。先生方はとても忙
しいのに、いつも学生たちを気遣ってくださいます。
ここ�����で過ごす時が経つほど、私は�����がまる
で大きな自分の家のようだという気持ちが強くなっ
てきます。その感覚は指導教員の先生方のお陰のみ
でなく、日本語補講の堀口先生や、講義や研究活動
などで知り合った他の先生方からのお陰でもありま
す。それに、学生課の方々は親切に手助けをしてく

ださるし、�����の友達や辰口の皆様が心温かく接してくださいます。
私は、母国から遠く離れたこの地であたたかくしてくださる皆様に感
動し、感謝しています。

　私はタイから来たロカロエンラト　キッツァ
コーンと申します。私は今材料科学研究科博士後期
課程２年に在籍し、表面科学及び個体の光学物性を
専門とされておられる水谷五郎助教授の下で研究
をしています。
　私の研究上の関心事は金属ナノワイヤーの製作
や、表面物理学に適用される電子顕微鏡検査や、金
属ナノワイヤー構造の非線形光学です。最近のナノ
テクノロジーの発達に促されて、私は光通信や光学
素子における潜在用途のための、新しいナノメート
ルサイズにした金属についての研究をしています。
　�����で得た私の経験は、長期的にみれば、私の故
国において表面科学の諸問題に大きな進展をもたら
す新しい技術の修得に役立つでしょう。博士課程修
了後はできれば製品開発か、研究・特性の分野で働

きたいと思います。自然科学に関する研究ばかりでなく日本の一部と
しての�����での生活は人生観的な面で有益で魅力あるものです。私
はここで近代日本における総意と調和ということを学びました。そこ
には日本人の生き方を特色付ける上下の別、忠誠心、従順さという特
質があります。日本では直接大きな影響を及ぼしあうことなしに互い
に共存するように東西の知的伝統をうまく統合できています。

在校生の声 Students' VoiceStudents' Voice
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クレメンテ　リトラン　ホセ　カルロスさん

（スペイン）
知識科学研究科博士後期課程２年
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グエン　ティ　ミン　ハイさん

（ベトナム）
知識科学研究科博士後期課程２年

��左がグエンさん�
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ロカロエンラト　キッツアコーンさん

�タイ�
材料科学研究科博士後期課程２年
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日本語補講を受講されている留学生の方に、日本語を学ぶ
気持ちや、補講での様子・感想などを聞いてみました。
　留学生の私は、�����に来た最初の年にとても大変な思
いをしました。というのも、私は当時日本語の単語を１つ
も知らなかったからです。しかし堀口先生の日本語補講を
受講するようになって、すべてが変わりました。このクラ
スは多くの外国人留学生の集まる楽しい国である上に、知
識の庭なのです。先生は東洋の文化も西洋のそれも完全に
融合させます。私たちは先生のクラスから、洗練さ、上品
さ、優雅さを感じることができるだけでなく、楽観的なと
ころや、好奇心、積極性を見出すこともできます。堀口先
生は文化交流と日本語の指導に豊富な経験があり、このよ
うな素晴らしい先生に指導していただける私たちは幸せ
者です。もし時間が許すなら、修了前までに日本語を流暢
に話せるようになりたいです。そして日本の人々や文化、
現代社会についてもっとよく知りたいです。さらに、この
ことが日中間の相互理解の促進に寄与することに役立て
られれば、と思います。
（彭　超さん（中国）情報科学研究科博士後期課程３年）

　�����での生活で印象的だったことの一つに、日本語補
講の初級クラスがあります。私の日本語は拙かったですが、
このクラスに参加することで日本語を学び直すことがで
きました。このクラスの講師である堀口先生の笑顔は親し
みやすく、人柄もとても良いです。先生は受講する生徒全
員にとてもフレンドリーです。先生は特に日本語の慎まし
やかな敬語の使い方を強調され、私にとってとても役に立
ちました。先生と生徒間の親しい関係によって、授業はと
ても楽しくおもしろかったです。
　また、新たに来られた山口先生による漢字クラスも、漢
字を勉強するのにとても役立っています。このクラスを通
じて、生徒は自分のペースで漢字を学習することができま
す。私は初めてここに来たときよりも、日本語が少しは流
暢に話せるようになったと思っています。もっと日本語が
うまくなって、英語を使うことなく指導教員の先生と日本
語で長い会話ができるようになりたいです！
　�����周辺の地域の方々と日本語で話すときに耳にする
方言�辰口弁�は、教員の先生方の美しい標準語とははっき

日本語補講 JAPANESE LANGUAGE CLASSJAPANESE LANGUAGE CLASS



9

JAPANESE LANGUAGE CLASS／日本語補講

�������	
���
��������
���
������������������	��	�
�	����
����	

�������������	
����
��������
�
�

�������	�	
�����
����
�������������������������

�������	�
��
�����

�������	
�����
	�	������	

���	���
��������		�
��
�	������
��

�������	
��
���������
������
���������������	
������	
��������
��

���������	��
����
������������	��������������	��
�����
��
�������

�����������	
��	�����������
�����
�������������	��

����

�������������	�
����
���	��������
���������	
������
����

�������	
��

�	�
��
�
���
�	�
�	�
�����������	��
��
���������

��������	�
���
��
������
���
��������������	
������
�����	
�

���������		��
���

���		�
���
�����
��������		
������	���
���	�

���������	�
	���
	������
����������������������	�

����
��

����������		��		�
������
�
�����		�����������	
���

���
�����
�



�������	�
��	����
��������������
�����������	
�����
�
���	
��

��������		�	
�����
������
�
�������	��������	
������
��
	��������

��������	���
	������	
��
	�������������������	��
���	��
����	���

�������		
���
��
�����
��
������������������	�
������

�������������	
���
��������	�����	������������	��
��
���	����
��

���������	
��	���	
���
��	���������

�������	
���
��������	�����

�������		
�	���
����

����������

���������	��
���
��������
����
�
�����

����������	
��	�

������������	
��
����������������������������	
	��������	�

�������	�
��
����
���������

��������	�
�������
�������
��	����������������	
��
����

����������	
����

�
��������
������������������	�
�������
��

��������	
�������

�����������
�������������	��
��
����	
����
��

��������	���
����
�	���	�
���
����
��������	���

������������	
��������
���������������������	
�

�������	
����
	��	����
���	�����������������

�����������	�
������
�
����������������

���������	
��	�
�	�������	��	�����	��������

�����������	
�
	
���������
���	���

�������	�

��������	�
������
�������������������������

�������	
�����	�
����������	������

������������	
���
����
��
�����
�������������	�

��������	
���	��
������	�
�����

����������	
�	��	
���	���������
��������������	
�

���������	�
��
��
��
������
�������������������	
�	�������
�����

�������	
����
������������	
	������	��������	
����
�����������

����������	�
���

��������������������������	�
���
������������

�������	
�����
�	��	������

��������	
������
����
���������������������	�
����������������
�

�������	
������
�
�������������
�����������	
���������

��
�


��������	����
���
����
��������
������������	
������
���

���������	
���
���
����������������	��������	�
������
������	�

��������	
�����
������	���������������������	�
��������
�
�

�����������	
�����
�	
������������������������	�	
����

	�������

��������	�

�����
���������������	����������	
�	�
�����	

����������	
	���	����	���	�����	�
����������	
�
	��
���
����
�

���������	
�����
�	�	����	����	����	������������	
���
����
��		


���������	
������
���	�����
���������������	
������
���	��

�����������	�
������
���������
��
���

りした違いがあって、とても興味深いです。
（ナハル　ヌルンさん（バングラデシュ）

知識科学研究科博士後期課程３年）

　最初の２ヶ月間、私は研究室やスタッフの方々と日本
語で話せなかったため、日本での日常生活になかなか適
応できませんでした。だから私は日本語補講のドアを
ノックしようと決意しました。堀口先生の初級クラスは
私にちょうど良いと思い、２００５年１０月から勉強を始めま
した。今は多少理解したり話したりすることができます。
先生は授業中、ずっと全ての生徒の目を見ます。私たち
があまりよく分かってないな、と感じると、先生は私た
ちがよく理解できるまで２、３回繰り返し説明します。
また先生は漫画の絵や雑誌を使って、授業を楽しくして
くれます。私は今もとても楽しく日本語を学んでいます。
でもいつも授業の後に先生と話すときに言ってくれる
「頑張って、頑張って」という言葉がなかったら、私は
あきらめていたかもしれません。心から先生に感謝しま
す。そしてこの日本語補講はすべての留学生にとって必
要であると思います。

（ジョン　デウォンさん（韓国）
材料科学研究科博士後期課程１年�

日本語補講は現在、堀口先生と４月からいらした山口先生
の２人の先生方を講師に招いています。
新しく来られた山口先生からのメッセージを紹介します。
　みなさんこんにちは。
　昨年４月から�����で日本語を教えている山口と申し
ます。
　金沢大学でも教えていますが、そこでは通常のクラス

の他に大学院予備教育のための６ヶ月間の
日本語集中コースもあります。そしてこの
コースを修了した留学生は金沢大学を始め
�����などで研究をします。�����での研究
活動は主に英語で行われるので日本語はあ
まり必要ではないと聞いたことがあります。
それで�����とはいったいどんなところだ
ろう、�����に行った人たちのその後の日本
語はどうなっているのだろうと常々興味を
持っていました。
　私は言語学習にはその過程で言語そのも

の以上に多くの学べるものがあると思っています。日本
語がわかれば日本での生活はもっと楽しくなる、日本の
様々な文化も、人も、もっと理解できるのではないでしょ
うか。ですから私は自分の仕事にとても情熱を持ってい
ます。確かに�����では日本語を話さなくても大きな不便
はなさそうです。でもこの１年間、多忙な大学院生活の
中で時間を割いて日本語を学ぼうとする熱意ある多くの
学生の姿を見ました。毎週熱心にこつこつと学習を続け
た漢字クラスの学生が「いろいろなところで目にする漢
字が理解できるようになって、本当にうれしい！」と喜
んでくれました。私も本当に嬉しいです。これからももっ
と多くの留学生に教室に来ていただいて日本語を、日本
をさらに理解していただく手助けをしたいと思っていま
す。
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CURRENT EVENTS／留学生関係行事
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　１０月１８日、石川ハイテク
交流センターにおいて、留
学生との交流会を開催しま
した。これは母国を離れ本
学で学ぶ留学生を激励し、
教職員との交流を目的に毎
年行われているものです。
今年は地域の方々とより一
層の交流を深められるよう、能美市長、国際交流協会、商工会
青年部、���法人日本海国際交流センター、小松精練株式会社
の方々を来賓として招待し開催しました。
　潮田学長、酒井能美市長の挨拶の後、牧島副学長の乾杯の発
声で会が始まると、参加者は終始和やかな雰囲気の中で交流を
深めていました。留学生からの差し入れでミャンマーの母国料
理�������	���
��
�が用意され、参加者は舌鼓をうち、また他
の国の伝統料理についてなど話に花を咲かせていました。新留
学生の紹介では代表者材料科学研究科博士前期課程�年の
��������	�
��	�
���さん（マレーシア出身）が日本語で地
域住民への感謝とこれからの大学生活の抱負について語りまし
た。続くアトラクションでは中国の母国の歌とダンス、トルコ
の歌謡曲やベトナムの母国の歌が留学生のギター伴奏に乗って
披露され、大いに盛り上がりました。また遠隔教育研究センター
の安藤敏也教授による謡、職員のお子さんによる日本舞踊が披
露され、留学生はその姿に熱心に見入り、写真を撮るなどして
楽しいひとときを過ごしました。さらに飛び入りで酒井能美市
長が�������	�
����
���
	�を歌い、アト
ラクションは非常に楽しいものとなり
ました。最後に知識科学研究科博士後期
課程２年の��������	
��さん（ブラジル
出身）が謝辞とともに、新入生に研究生
活を有意義に送る上での適切なアドバ
イスを述べると、会場内は大きな拍手に
包まれました。これを期に参加者は大い
に親睦を深めたようでした。

　１２月２日・３日の１泊２日の日程で、石川県内で留学生を
ご支援くださる企業の見学（株式会社ハチバン）と、福井県
への外国人留学生見学旅行を実施し、４０人の留学生が参加し
ました。これは、留学生に日本の文化に触れ、異文化に対す
る理解を深めてもらう目的で毎年実施しているものです。
　１日目は、まず川北町にあるフーズパークハチバンに行き
ました。工場内の見学をし、餃子や麺類の製造過程の説明を
受け、留学生は質問をしたり熱心に聞いたりしていました。
お昼はそこで、ラーメンと丼をいただきました。その後福井
県に入り、永平寺を参拝しました。あいにく小雨の降る天気
でしたが、修行僧やお寺の厳粛な雰囲気を感じられたようで
す。次に東尋坊を訪れました。荒れ狂う冬の日本海にも関わ
らず、岩場ぎりぎりまで散策する留学生も見られ、絶景を肌
で感じることができました。夜は芦原温泉に泊まり、温泉で

ゆったりと過ごしました。
　２日目午前中は三方五湖を訪れましたが、あ
いにく雪のため頂上までは行けませんでした。
その後小浜市内に移動し、福井のおいしいお魚
に舌鼓をうちました。午後は２つのグループに
分かれ、万徳寺と箸工房を順に見学しました。

Gathering of International StudentsGathering of International Students 留学生との交流会を開催 

Field Trip to FukuiField Trip to Fukui 福井への見学旅行 
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CURRENT EVENTS／留学生関係行事
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万徳寺では日本庭園や由緒あるお寺を見ることができまし
た。箸工房では「若狭塗り箸削り」を体験。各自思い思いの
模様に削って世界に一つだけの箸を作ることができ、楽しい
時間を過ごしました。天気はあまりよくありませんでしたが、
２日間という短い時間の中で、日本文化に対するより一層の
理解を深めることができました。

　平成１７年留学フェアが台湾（高雄、台北）で
６月１０、１２日、マレーシア（クアラルンプー
ル、ジョホールバル）で８月２０、２２日、タイ
（バンコク、チェンマイ）で１１月５、６、８日、
ベトナム（ホーチミン、ハノイ）で１１月２７、
３０日に開催され、本学からは教員、現地国
出身留学生、及び事務職員ら合計１０名が参加
しました。台湾のフェアには１９０４名の入場者
中３８名、マレーシアでは２３１６名中約２００名、

タイでは４５５４名中９３名、ベトナムでは１６１１名中９４名が本学
ブースを訪れました。留学希望者からは教育内容、入試、奨
学金、寮生活、授業料等についてなど様々な質問が寄せられ
ました。多くの方に本学の教育・研究の特色等を理解しても
らうことができました。

辰口じょんから祭り
　８月２０日析に能美市役所辰口庁舎前で「第
２４回辰口じょんからまつり」が開催され、様々
なイベントに留学生が参加し、町民との交流
を深めました。特にじょんから踊りコンクー
ルでは、留学生を含む２９名の学生や職員が参
加し、揃いの浴衣に身を包み軽快な踊りを披
露しました。

　１１月１３日隻に大口・旭台
芸能・カラオケ＆もちつき
大会が大口公民館で開催さ
れました。�����からは留学
生を含む学生、教職員約４０
名が参加しました。芸能・
カラオケ大会では、ベトナ
ムからの留学生がギター伴
奏にのって美しい歌声を披露しました。その後、公民館の前で
もちつき大会が行われました。地元の方に教わりながら、学生
の方々も餅つきに挑戦し、楽しいひとときを過ごしました。

世界留学生交流・いしかわ2005
　７月２９日から８月５日まで石川県全域で����������が開
催されました。これは日本で学ぶ留学生を美しい自然と豊か
な伝統文化が残る石川県に招待し、世界に開かれた地域づく
りを地元の人たちとのふれあいを通じて推進する国際イベ
ントです。本学からは留学生
�名が参加しました。プログ
ラムは伝統文化体験、市町村
訪問、ホームステイ等、多彩
な内容となっており、参加者
は石川県を大いに満喫し、交
流を深めました。

Japan Education Fair 2005Japan Education Fair 2005 平成17年日本留学フェア 

Regional friendshipRegional friendship 地域交流 
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独立行政法人日本学生支援機構は帰国外国人留学生の
ための招へい事業を行っています。
国籍：アジア、中南米、中近東、アフリカ等の開発途
上国・地域
資格：元日本留学生で、次の条件を満たす者：
拭　教育、学術研究又は行政職に就いている者
植　博士の学位
取得後５年以
内の者又は大
学の教授，助
教授，講師に
相 当 す る 研
究・業績を有
する者
殖　満４５歳以下
で、帰国後５
年以上経過し
ている者

期間：９０日以内
支給経費：渡日旅
費及び帰国旅費、
滞在費、国内研究
旅費等
詳しくは留学生係
までお問い合わせ
ください。

　今回も無事に�����帰国留学生ニュース����６を発行
することができ、一同嬉しく思っております。
２００５年４月より、学生課が知識棟２階に移りました。以
前よりもスペースが広くなり、在学される方々の研究
活動が円滑に行われるよう、さらに充実したサポート
を提供できると思います。

　さて今回は開学１５周年
記念式典を中心にお送り
いたしました。ぜひ感想を
お聞かせください。今回の
帰国留学生ニュースを読
んで皆さんが�����での生
活を思い出して下されば
と思います。あわせて現在
第一線で活躍されている
皆様の様子もお寄せいた
だけたら幸いです。皆様の
成功を心からお祈り申し
上げます。

お知らせ Do you know ?Do you know ?
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